
鹿児島県 地域産業成長プラン（概要）

本県のポテンシャル

• 本県は、南北600kmに及ぶ広大な県土の中に、美しい自然、良質で豊かな温泉、個性ある歴史・文化のほか、日本一に輝いた和牛やお茶、ブリ、
黒豚、本格焼酎などの食、優れた県産品を有している。また、種子島と内之浦に２か所射場があるという優位性を有する宇宙に一番近い地域。

✓ 令和６年の農業産出額が5,689億円で過去最高となり、８年連続で全国第２位を堅持
 牛肉、養殖ブリ、お茶などの農林水産物の輸出は、令和7年度の輸出額が584億円と、公表開始以降5年連続で過去最高を更新

✓ これらの恵まれた地域資源を有する観光関連産業は、更なる誘客促進や、クルーズ船の寄港地拡大、高付加価値な観光コンテンツづくり等が見込まれる

• 本県製造業は、地域経済の基盤を支える産業として、県内の資源や立地条件、長年培われてきた技術・取引関係と密接に結びつきながら発展。

✓ 主要分野である食品加工関連産業や半導体・電子関連産業 ✓ 今後の成長が期待できる航空・宇宙関連産業や情報通信関連産業等

基本的な考え方

• 基幹産業である農林水産業、観光関連産業の更なる振興を図りつつ、高い技術力を有する製造業の競争力の強化や将来を担う新たな産業の創出
に取り組み、経済を持続的に発展させることで、「稼ぐ力」を向上させる

✓ 「輸出拡大ビジョン」 や「かごしま製造業振興方針」など、既存の個別計画等において重点分野として指定されているもの

✓ 本県の強みを生かし、付加価値の向上や地産外商の推進が期待できるもの

「稼ぐ力」の向上に向けた各プラン

B.地域産業クラスター計画
(海外輸出による外貨獲得・国内市場における上位シェアの獲得を目指す重点育成分野の投資促進)

C.地場産業成長プラン
(地域資源を最大限活用し、付加価値向上や販路拡大を目指す）

※ PDCAメカニズムによる進捗状況の点検、施策のブラッシュアップ、新たな課題に対する施策の追加・拡充等を実施
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本県の強みを生かした地域資源の付加価値向上×地産外商の推進×人材の育成・確保

「稼ぐ力」の向上による鹿児島県の持続的発展目指す姿
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13分野を選定
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